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お知らせ

この度は、シーアンドシー製品をお買い上げいただき誠にありがとうござ
います。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、内容を十分に理解し
てから正しくお使いください。お読みいただいた後は、いつでも見られる
ところに必ず保管してください。
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警告

注意

注意

ここに示した注意事項は、人や製品への危害や損害を未然に防止するた
めの重要な内容を記載しています。内容をよく理解してから製品を正しく安
全にお使いください。

警告 取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性が想定され
ます。

取り扱いを誤った場合、ケガを負う可能性および物的損害の発生
が想定されます。また、製品の品質･信頼性が損なわれる可能性
が想定されます。

=本製品を乳幼児の手の届くところに置かないこと。付属品や小さな部品などを誤っ
て飲み込む恐れがあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師にご相談く
ださい。

安全上のご注意

ご使用の前にこの「安全上のご注意」をお読みになり、正しくお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保管してください。

=ご使用の前に必ずカメラ本体の取扱説明書をよく読んでからお使いください。
=本製品を絶対に分解・加工・改造しないでください。浸水や故障の原因になります。

分解・加工・改造品の浸水・破損等の保証はいたしかねます。修理や内部の点検
は、ご購入の販売店にご相談ください。

=煙が出たり、変な音やにおいがするときは、ただちに使用を中止し、ご購入の販売
店にご相談ください。

=万一、浸水が起きた場合は、ただちに電源を切りすぐに使用を中止してください。
=浸水しているときは、内部の圧力が高くなっていることがあります。
    本体ケースを開けるときに水が吹き出したり、本体ケースが跳ね上がったりすること

がありますのでご注意ください。ケガの原因になります。
=本製品は気密構造となっておりますので、密閉した状態で航空機などで運搬した

場合、内外の気圧差が生じることがあります。本体を密閉しない状態（ポート類を
はずすなど）で運搬してください。

=水しぶきのかかるところ、湿気の多いところ、海岸など砂のつきやすいところでは、
本製品の開閉をおこなわないでください。水滴落下・浸水などにより故障の原因に
なります。

=本製品を落としたり、振り回したり、撮影機材を持ったままボートから海に飛び込ん
だり、機材を海に投げ込むなど、強い衝撃を与えないでください。思わぬケガや破
損・故障の原因となります。
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安全上のご注意

=ストロボ・ライト・アクセサリー類は確実に固定し、落下・紛失などにご注意ください。
また、必要以上に曲げたり、力を加えたりしないでください。
思わぬケガや破損・故障の原因になります。

=本製品の上に重いものを置いたり、乗ったりしないでください。重量で本体が変形
し、内部部品が破損すると、火災・感電・故障の恐れがあります。
また、浸水の原因にもなります。

=カメラをハウジングに入れて使用すると、ダイヤル・ギア等との摩擦により、カメラに
キズがつく可能性がありますので、あらかじめご了承ください。

=ポートやファインダーなどのガラス／プラスチック面にキズがつかないように十分に
ご注意ください。

=ポートやファインダーなどのガラス／プラスチック面は、キズがつかない柔らかい布
などで水滴をよく拭き取ってください。水滴がついたまま放置しますと、シミ・ムラと
なって残ってしまう恐れがあります。

=ご使用後は、防水されている状態で、必ず真水で洗ってください（詳しくは「お手入
れと保管上のご注意｣（P.Ｊ-２４）をご覧ください）。

=接続していたシンクロコード類をはずして洗う際は、必ず本製品のコネクターキャッ
プを閉めて、防水された状態で洗ってください。

=薬品・化粧品、シンナーなどの石油系溶剤、台所用中性洗剤などは変形や損傷の
原因となる場合がありますので、絶対に使用しないでください。

=高温になるところに放置しないでください。特に炎天下や真夏の車内、車のトランク
の中は異常に高温になりますので絶対に放置しないでください。本製品はプラスチッ
クを一部使用しておりますので、熱で変形し内部部品が破損すると、火災・感電・
故障などの恐れがあります。また、高温となる環境下に製品を密閉した状態で放
置しますと、内部の圧力が上がり本体の変形や反り等が生じて、浸水の原因となっ
たり、また結露を生じる場合があります。

=水に濡れたところや湿気の多い場所で本製品を保管しないでください。
    カビやサビ、腐蝕・故障の原因になります。
=ナフタリンや樟脳の入った場所や、実験室のような薬品を扱う場所では保管しない

でください。カビやサビ、腐蝕・故障の原因になります。
=万一、本製品の不具合により撮影できなかった場合、撮影内容・撮影のための諸

費用などの補償についてはご容赦ください。
=本製品のご使用上において、万一、お客様の取り扱い上の不注意による破損・損

傷などが生じた際のカメラ・レンズ、その他のアクセサリー等の交換・補償はいたし
かねます。

=本書の記載内容の誤りなどについての補償はご容赦ください。
=Ｏリングの取り扱いにつきましては、Ｏリングメンテナンスマニュアルをご覧ください。
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注意

Ｏリングの取り扱いに関するご注意

本製品はＯリングで防水を保っています。Ｏリングの機能を十分に生かすた
め、以下にご注意ください。取り扱いが不適切だと浸水の原因になります。

Ｏリング、Ｏリング溝、Ｏリング接触面にゴミや砂、毛髪などが付いていないことを
確認してください。それらが付着している場合は、完全に取り除いてください。
そのままご使用になると、浸水の原因になります。

キズ、ヒビ割れがないことを確認してください。
もしある場合は、直ちに新しいＯリングと交
換してください。Ｏリングを取り扱う際、金属
製の尖ったものはキズがつくことがあります
ので、使用しないでください。付属のＯ リン
グリムーバー（Ｏ－ＲＩＮＧ　ＲＥＭＯＶＥＲ）の
ご使用をおすすめします。�

● 弊社製品は青色のＯリングを使用しています。このＯリングは特殊な加工によ
　　り、シリコンオイルを内部に閉じこめてあります。徐々にシリコンオイルが内部
　　よりしみ出してある程度の間、潤滑効果が持続します。
● このＯリングのお手入れには、必ず、弊社製純正シリコングリス（青色Ｏリング
　　用Ｏ－ＲＩＮＧ　ＧＲＥＡＳＥ:文字、キャップが青色のもの）をご使用ください。他
　　社製のシリコングリスや弊社の文字が黒色のシリコングリスを使用されると、
　　青色Ｏリングの特殊な性質により塗られたグリスを吸い込んでしまい、逆にグ
　　リス切れの状態になってしまいます。一度でもこの状態になるとＯリングは元
　　には戻りませんので、必ず交換してください。
● グリス切れの状態では、Ｏリングが滑らず防水部分の開閉が固くなります。そ
　　れにより、開閉ができないことや浸水の原因となることもありますので、グリス
　　切れのままでの使用は避けてください。

Ｏリングにキズやヒビ割れはありませんか？

ゴミや砂、毛髪に注意してください

Ｏリングリムーバー
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Ｏリングの取り扱いに関するご注意

シリコングリスを塗ってください�

シリコングリスは、Ｏリングの摩擦を防ぎます。
Ｏリングにキズやゴミ、ホコリなどがないことを
確認後、シリコングリスを指先でＯリング全体に
薄く塗ってください。多すぎるとゴミやホコリが
付着しやすくなり、浸水の原因になります。

Ｏリングをねじらないでください

Ｏリングを溝に装着する際、ねじらないようまっ
すぐに入れてください。

Ｏリングは毎回はずしてチェックしてください

保管方法に注意してください��

Ｏリングの耐久年数は１年です

予備のＯリング、またははずしたＯリングを保管する場合、直射日光の当たらな
い涼しい場所に保管してください。また保管の際、Ｏリングに重いものをのせたり、
Ｏリングを折り曲げたりしないでください。

毎回Ｏリングをはずして、Ｏリングや溝、Ｏリングの接触面等をチェックすることを
原則とします。Ｏリングをはずさないと、Ｏリング溝の奥に入り込んだ砂やゴミが
発見できないからです。ご使用前のメンテナンスは、必ずＯリングをはずしておこ
なうことをおすすめします。

手入れの状態、使用回数、保存状態などにより異なりますが、基本的にＯリング
の耐久年数は１年です。使用前に点検し、早めの交換をおすすめします。
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各部の名称

電子ダイヤル

シャッターレバー

バックル

バックルロック
レバー

バックルロック
レバー

ストラップ取付部

ＹＳコンバーター
コネクター

バックル

メニューボタン

ＤＩＳＰ．ボタン

三脚ネジ穴（底面）

ＡＦモード選択
ボタン

設定ボタン

測光モードボタン

ストラップ取付部

モードダイヤル

絞り数値／露出補正ボタン

ＡＥロック／ＦＥロック／
インデックス／縮小ボタン

ＡＦフレーム選択／
拡大ボタン

フック
ファインダー

内圧調整バルブ

リアケース

ピクチャースタイル
選択ボタン

再生ボタン

ドライブモード選択ボタン

ホワイトバランス選択ボタン

消去ボタン

フロントケース
ポートロック

ポートマウントリング

フォーカス／
ズームダイヤル

光ファイバーコネクター

光ファイバーコネクター

ＩＳＯ感度設定ボタン

電源スイッチ

アクセサリーシュー
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内圧調整バルブを棒などで押してくださ
い。

内圧調整バルブ

シンクロコネクター
ブラケット

カメラベース

シンクロコネクター

注意

内圧調整バルブの使用方法

各部の名称

フロントケース

カメラトレー

固定ネジ

ノブ

=本製品は気密構造となっておりますの
で、密閉した状態で航空機などで運搬
した場合、内外の気圧差が生じること
があります。本体を密閉しない状態で
運搬してください。

本製品には、内圧調整バルブが搭載されています。万一、温度変化や航空
機での移動後などの気圧変化により、ハウジング内外の圧力差が生じてし
まった場合、ハウジングが開きにくくなることがあります。この場合、内圧調
整バルブを押すと圧力差を解消できます。
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各部の名称

ファインダー

1

2

注意

ファインダーを交換する

リアケースに装着されているファイン
ダーユニットを反時計方向に回して取
りはずす

交換するファインダーユニットを時計
方向に回して取り付ける

=ネジ部に緩み止めのグリスが塗布さ
れていますので、触れないようご注意
ください。

=取り付け前に、ファインダー内部にホコリ、ゴミ、汚れ等のないことを確認してく
ださい。

=交換の際、ファインダーのレンズ面に触れないでください。

本製品には、標準ファインダー（０．５倍）が装着されています。ファインダーは交
換式で、オプションのファインダーユニットと交換すると、撮影状況に合わせてフ
ァインダー倍率が変更できます。
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1

注意
=バックルをはずすときは、指の爪ではな
　　く指の腹で開けるようにしてください。

ハウジングを開閉する

ハウジングの開閉はバックルでおこないます。ここでは、バックルの開閉につい
て説明します。

バックルを開ける

バックルロックレバーを押しながら①、左
右同時にバックルをはずす②�

2 リアケースのフックをフロントケースから
はずす

注意

注意

● リアケースとフロントケースを合わせる前に、ＯリングとＯリング接触面にゴミや
    キズ、変形がないことを確認してください。

● バックルが確実にロックされていることを確認してください。

1

3

バックルを閉める

フロントケースの電源スイッチをＯＮ方向
に回す�

=電源スイッチのレバーがフロントケースから
はみ出した状態でバックルを閉めると、電源
スイッチが破損する恐れがあります。

2 リアケースのフックをフロントケースにか
ける�

左右のバックルをリアケースに掛け、同
時にバックルを閉じる

レバー

バックルロックレバー



ハウジングを開閉する
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注意

2

3

リアケースのフックをフロントケースにか
ける�

バックルをリアケースにかけ①、左右同
時にバックルを閉じる②

=リアケースとフロントケースを合わせる前に、ＯリングとＯリング接触面にゴミ
やキズ、変形がないことを確認してください。

=バックルが確実にロックされていることを確認してください。

フック



1

2
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OPEN

LOCK

凸

凹

注意

ポートを取り付ける／取りはずす

ＲＤＸハウジングのフロントケースの
ポートロックを矢印の方向へ押しな
がら、ポートマウントリングをＯＰＥＮ
方向（反時計方向）へ止まるところま
で回す

ポートマウントリングの凹とポートの
凸を合わせ、ポートをフロントケース
に確実に押し込む

ポートを取り付ける前に、ポートのＯリングとＯリング接触面にゴミやキズ、変形
がないことを確認し、付属のシリコングリスを薄く塗ってください。

ポートロック

押す

凸

凹

注意
本製品には、ＲＤＸ専用のポート類のみ取り付けることができます。

ポートを取り付ける



ポートを取り付ける／取りはずす

J-12

1

2

注意

フロントケースをしっかり押さえポートをまっ直ぐ抜き取る

=ポートマウントリングがＬＯＣＫ状態で、ポートを無理にはずさないでください。
ポートマウントリングが破損します。

=本製品でＲＤＸポートベースＬと、ＮＸ－９０ＰＲＯ用のポート（品番が４ケタでバ
ヨネット部が黒）をあわせてご使用になる場合は、ポートのバヨネット部を改造
する必要があります。ＮＸ－９０ＰＲＯ用のポートでも、品番が５ケタでバヨネッ
ト部がグレーのものは改造せずにそのまま使用できます。詳しくはカスタマー
サービスセンターまでお問合せください。

ポートロックを矢印の方向へ押しながら、ポートマウントリングをＯＰＥＮ
方向（反時計方向）へ回す

ポートを取りはずす

3

OPEN

LOCK

カチッ

ポートマウントリングをＬＯＣＫ方向
（時計方向）へカチッと音がするまで
回す

=ポートロックがロックの位置に戻って
いることを確認してください。

ロック状態
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カメラトレーのノブを①の矢印の方
向に押してロックをはずした状態で、
カメラベースからカメラトレーを引き
出す②

カメラトレーの固定ネジを付属の
取付工具でまわし、カメラの三脚
ネジ穴にしっかりと取り付ける

レンズをカメラに取り付ける

注意

1

3

2

カメラをハウジングにセットする

光ファイバーケーブルを使用する場合

=セットする前に、Ｏリングが溝からはみ
出していないか確認してください。

=カメラのアイカップは、必ずはずしてく
ださい。はずさずに使用すると、浸水
の原因になることがあります。

シンクロコネクターをフロントケース
のシンクロコネクターブラケットに収
納する

4

C
S M

Ａ

取付工具

取付工具

固定ネジ

ノブ
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カメラの内蔵フラッシュをポップアッ
プさせ、カメラトレーをカメラベースに
合わせてフロントケース前方にスラ
イドさせる。

=リアケースをセットする際は、Ｏリング
が溝からはみ出していないか確認して
からセットしてください。

=カメラトレーのノブがカメラベースにしっ
かりセットされ、ロックされていることを
確認してください。

カメラをハウジングにセットする

6

8 リアケースをセットして、バックルを
閉じる

参照
「ハウジングを開閉する」（P.J-９）

カメラをハウジングから取りはずすには

1 バックルを開ける

2 リアケースをはずす

3 カメラを手前にスライドさせながらフロントケースから取りはずす

電源スイッチとフォーカス／ズーム
ダイヤルを外側に引き出す

電源スイッチのレバーとカメラの電
源スイッチのツメを合わせる

5

7

ツメ

レバー
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カメラをハウジングにセットする

カメラをハウジングから取りはずすには

1 バックルを開ける

2 リアケースをはずす

3 電源スイッチとフォーカス／ズームダイヤルを外側に引き出す

4 カメラトレーのノブを押してロックをはずした状態で、カメラベース
からカメラトレーを引き出す
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カメラをハウジングにセットする

ＹＳコンバーター（オプション）を使用する場合

電源スイッチとフォーカス／ズームダ
イヤルを外側に引き出す

レンズをカメラに取り付ける3

2

4

5 カメラトレーをカメラベースに合わせ
フロントケース前方にスライドさせる

=シンクロコネクターをフロントケースの
外に出してください。

=カメラの内蔵フラッシュをポップアップさ
せないでください。

=カメラトレーのノブがカメラベースにしっ
かりとセットされ、ロックされていること
を確認してください。

1 カメラトレーのノブを①の矢印の方向
に押してロックをはずした状態で、カ
メラベースからカメラトレーを引き出
す②

カメラトレーの固定ネジを付属の取付
工具でまわし、カメラの三脚ネジ穴に
しっかりと取り付ける

取付工具

ノブ

固定ネジ



カメラをハウジングにセットする

6

7

8

注意�
シンクロコネクターの取り付け、取り
はずしの際は、必ずコネクター部分を
持ってください。コードを押し引きす
ると、コネクターの破損や接触不良の
原因になります。�

参照
「ハウジングを開閉する」（P.J-9）

1 バックルを開ける

2 リアケースをはずす

3 シンクロコネクターをカメラのアクセサリーシューからはずす

4 電源スイッチとフォーカス／ズームダイヤルを外側に引き出す

5

リアケースをセットして、バックルを閉
じる

電源スイッチのレバーとカメラの電源
スイッチのツメを合わせる

シンクロコネクターをカメラのアクセサ
リーシューに差し込む

=リアケースをセットする際は、Ｏリングが溝からはみ出していないか確認してか
らセットしてください。

カメラトレーのノブを押してロックをはずした状態で、カメラベースか
らカメラトレーを引き出す

カメラをハウジングから取りはずすには

J-17

ツメ

レバー
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外部ストロボを使用する

光ファイバーケーブル（オプション）で接続する

本製品には、光ファイバーコネクター（２箇所）およびＹＳコンバーターコネク
ターが装備されています。

カメラの内蔵フラッシュの発光を利用してストロボを発光させる場合、光ファ
イバーケーブルでハウジングとストロボを接続してください。

C
S M

Ａ

取付工具

光ファイバー
コネクターキャップ1 光ファイバーコネクターキャップをはずす

2 コネクターに光ファイバーケーブル
（オプション）を止まるまで差し込む

=光ファイバーケーブル（オプション）を１本
のみ接続する場合、ケーブルを接続し
ない光ファイバーコネクターはキャップ
を取り付けたままご使用ください。
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ＹＳコンバーター（オプション）で接続する

カメラに連動してストロボを発光させる場合、ＹＳコンバーターでハウジングと
ストロボを接続してください。

接続ケーブルの○マーク（または先
端の凹部）と、ＹＳコンバータ－コネク
ターの○マーク（または内側の凸部）
を合わせてまっすぐ差し込む

ハウジングのコネクターキャップをはずす

コンバーターの接続ケーブルのＯリ
ングにキズ、ゴミ等がないことを確認
する

接続ケーブルのＢを、ＹＳコンバー
タ－コネクターのネジに合わせ、止ま
るまで回す

=確実に締めてください。
=接続ケーブルをはずすときは、Ｃ、Ｂの
順でゆるめてＡを持ちまっすぐに引き
抜きます。
コード部分を引っ張らないでください。

=水中でご使用後は水滴落下を防ぐために、必ずコネクター部の水気をよく拭
き取った後で、本製品を逆さの状態にして接続ケーブルを引き抜いてください。
万一、水滴落下した場合は、速やかに水気を拭き取ってください。

=適合ストロボ以外のストロボを使用すると、正常に作動しないだけでなく、カ
メラおよびストロボの故障の原因となることがあります。

1

2

3

4

5

注意

=ご使用になる前に、必ずＹＳコンバーターの取扱説明書をよくお読みください。

=ＹＳコンバーターをご使用になるためには、グリップステー（オプション）が必

要になります。

=外部ストロボとＹＳコンバータ－コネクターをオプションのシンクロコードで接

続することはできません。ＹＳコンバーターコネクターが破損します。

注意

接続ケーブルのＣを止まるまで回す

ＡＣ Ｂ

ストロボコネクター

接続ケーブル
ＹＳコンバーター
コネクター



①

①

②

② ④

③

③

④
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1

ハンドストラップを取り付ける

=ストラップの長さの調節をしてください。
=ストラップのマジックテープ部分を２／３
以上貼り合わせた状態でご使用ください。

=持ち運びの際は、ハウジング本体をお
持ちください。ストラップがはずれた場
合、落下・紛失などの原因になります。

フロントケース上部のストラップ取付部
に、右図の順序でストラップの片側を
取り付ける

2 フロントケース下部のストラップ取付部
に、右図の順序でストラップを通し取り
付ける
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絞り数値／露出補正ボタン

フォーカス／ズームダイヤル

電源スイッチ

各部の操作

電源スイッチ

フォーカス／ズームダイヤル

その他の操作部

カメラ本体の取扱説明書をお読みください。

絞り数値／露出補正ボタン

表示に合わせてツマミを回し、電源ＯＮ／ＯＦＦ
の操作ができます。

レンズにレンズギアを装着すると、フォーカス／
ズームダイヤルを操作できます。

=フォーカス／ズームダイヤルは、レンズに
レンズギアを装着しないと、操作できませ
ん。

=ズームギアをご使用の場合は、マニュア
ルフォーカスはできません。

=オートフォーカス撮影をする場合は、フォー
カスギアは使用できません。レンズにフォ
ーカスギアを装着したままオートフォーカ
ス撮影をすると、レンズに損傷を与える可
能性があります。

ボタンを押しながら、電子ダイヤルを回して操
作設定します。
ボタンは押し込んで回すことにより、押し込ん
だ状態で固定することができます。

注意�

スペーサー

深い溝
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アクセサリーシュー

＜取り付け例＞

注意

本製品のアクセサリーシューにオプショ
ンのミニシューアーム（#２９５１１）また
はホットシューアーム（#２９５０１）を使
用して、弊社製外部ストロボ・ライト等
を取り付けることができます。

=アクセサリーシューに取り付け可能なアクセサリーの質量は７５０ｇ（ＹＳ－１１０α
相当）までです。

=アクセサリーシューにストロボ等のアクセサリーを取り付けて使用する場合、陸
上での移動時はアクセサリーシューからアクセサリーを取りはずしてください。

注意

オプションアクセサリーの取り付け

本製品にはオプションの弊社製アクセサリーを容易に取り付けることが
できます。本製品と各種アクセサリーを組合わせて使用することで、より
表現豊かな水中撮影がお楽しみいただけます。

=レンズ・ストロボ・ライトなど、アクセサリーの耐圧深度は製品によって異な
ります。必ず各種アクセサリーの耐圧深度をご確認の上ご使用ください。

=オプションアクセサリーをご使用の際は、必ず各アクセサリーの取扱説明
書をお読みください。
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グリップステー

シーアーム

ステー・アーム

＜取り付け例＞

本製品の三脚ネジ穴を使用して、弊社製ステー・アームを取り付けることができ
ます。

オプションアクセサリーの取り付け
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注意

お手入れと保管上のご注意

=水洗いした後は、乾いた柔らかい布で水気をよく拭き取り、陰干しにして乾かしてく
ださい。

=熱を発生する器具で強制的に乾燥させることは、変形や破損の原因となることがあ
りますのでおやめください。

=長期間ご使用にならないときは、高温・高湿、直射日光の当たる場所や、極寒にな
る場所を避けて保管してください。

=ナフタリンや樟脳の入った場所や、実験室のような薬品を扱う場所では本製品を保
管しないでください。カビやサビ、腐蝕・故障の原因になります。

=ご使用になった後は、カメラをハウジングから取り出してください。カメラを取り出す
ときは、ハウジングの水分をよく拭き取ってから、水滴が内部に落ちないように注
意しておこなってください。もし内部に水滴が落ちたときはよく拭き取ってください。

=ご使用になった後は、Ｏリングのメンテナンスをしてから保管してください。ご使用の
前後に必ずＯリングの点検をし、早めの交換をおすすめします。

=ご使用の頻度や保管状態によっても異なりますが、製品の性能を維持するために、
お買い上げいただいてから２年毎に１回を目安に、オーバーホール（有料）にお出
しになることをおすすめします。

=ご使用になった後は、必ず防水されている状
態で、図のように十分に真水につけてから流
水で洗ってください。可動部分(レバーやボタ
ンなど）は動かしながら洗ってください。ハウ
ジングを洗うときは、バックル・バックルロック
ボタンを絶対に操作しないでください。

=十分に真水に浸けなかったり、流水で洗うだ
けでは塩分が残り、乾燥すると塩は結晶とな
り水に溶けにくくなります。本製品に付着した
塩の結晶は非常に取れにくく、浸水の原因に
なることもありますので、必ず真水に十分に
浸けてください。

=薬品・化粧品、シンナーなどの石油系溶剤、台所用中性洗剤などは変形や損傷
の原因となる場合がありますので、絶対に使用しないでください。
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仕様

適応カメラ キヤノン　ＥＯＳ　Ｋｉｓｓ　Ｘ２

操作部

材質 ボディ：ポリカーボネート（黒）

耐圧深度 ６０ｍ

サイズ 約２００（幅）×１９０（高さ）×１３９．５（奥行）  mm

質量 約２０００ｇ（ハウジングのみ）

付属品 シリコングリス・取付工具・ハウジングボディキャップ・
Ｏリングメンテナンスマニュアル・ハンドストラップ・
取扱説明書（本書）

電源スイッチ、ＩＳＯ感度設定ボタン、電子ダイヤル、

シャッターボタン、モードダイヤル、ＡＥロック／ＦＥロック／

インデックス／縮小ボタン、ＡＦフレーム選択／拡大ボ

タン、絞り値／露出補正ボタン、ホワイトバランス選択

ボタン、測光モードボタン、ＡＦモード選択ボタン、設定

ボタン、消去ボタン、ピクチャースタイル選択ボタン、再

生ボタン、ドライブモード選択ボタン、ＤＩＳＰ.ボタン、メ

ニューボタン

※本製品の仕様および外観などは、改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。
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